
 

長
野
大
学
の
大
野
晃
教
授
が
唱

え
る
「
限
界
集
落
」
と
は
、
今
後

十
年
以
内
に
消
滅
す
る
可
能
性
が

あ
る
集
落
を
意
味
す
る
。
少
子
高

齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
や
財
政
難

で
集
落
と
し
て
の
機
能
が
維
持
で

き
な
く
な
る
。
危
機
的
状
況
で
あ

る
。
国
土
交
通
省
の
調
査
で
は
、

こ
う
し
た
集
落
は
全
国
で
四
百
二 

 

限
界
集
落 

 

十
三
、
九
州
で
五
十
三
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。
集
落
か
ら
村
人
が
い

な
く
な
る
。
実
に
驚
く
べ
き
現
象

で
、
と
き
に
恐
怖
す
ら
感
じ
る
。 

 

脈
々
と
続
い
て
き
た
集
落
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
天
災
や
人
災
を
、
集

落
の
人
々
の
協
力
に
よ
っ
て
乗
り

越
え
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ
る
。

栄
枯
盛
衰
が
あ
る
と
は
い
え
、
強

制
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
自
然
に

集
落
が
消
え
て
ゆ
く
。
い
っ
た
い

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
ポ
ス
ト

工
業
社
会
へ
と
産
業
構
造
が
激
変

し
た
こ
と
が
根
本
に
あ
る
。
学
歴

や
能
力
に
見
合
っ
た
就
職
先
が
少

な
い
た
め
、
多
く
の
若
者
が
不
本

意
な
が
ら
集
落
を
去
る
。
物
質
的

に
豊
か
な
生
活
や
人
生
を
求
め
た 

   

結
果
、
希
望
の
も
て
な
い
職
業
を

子
ど
も
に
継
が
せ
た
く
な
い
と
い

う
親
心
も
無
視
で
き
な
い
。
親
が

子
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
が
、
地

域
の
産
業
を
衰
退
さ
せ
る
事
態
を

招
く
こ
と
も
あ
る
。 

 

二
〇
〇
五
年
か
ら
〇
六
年
に
か

け
て
、
北
海
道
内
の
限
界
集
落
の

候
補
地
を
調
べ
た
。
主
要
産
業
は

農
業
。
集
落
の
住
民
た
ち
は
隣
の

集
落
と
統
廃
合
さ
れ
る
こ
と
に
反

対
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
、
第
一
に
、
生
活
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
（
簡
易
郵

便
局
、
駐
在
所
、
診
療
所
、
農
協
、

小
・
中
学
校
、
保
育
所
、
病
院
、

公
共
交
通
機
関
な
ど
）
が
利
用
し

に
く
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

第
二
に
、
統
廃
合
を
受
け
入
れ

た
と
し
て
も
、
問
題
の
本
質
が
変

わ
ら
ず
存
在
し
て
い
る
た
め
、
ま

た
す
ぐ
に
限
界
集
落
に
な
る
こ
と

が
見
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
統

廃
合
し
た
ら
悪
循
環
。
人
が
入
っ

て
こ
な
い
か
ら
抜
け
て
い
く
。
活

性
化
し
な
い
か
ら
離
農
す
る
。
離

農
す
る
か
ら
活
性
化
し
な
く
な

る
」（
住
民
か
ら
の
聞
き
書
き
） 

 

問
題
の
本
質
と
は
何
か
。
そ
れ

は
、
古
く
て
新
し
い
問
題
、
家
業

で
あ
る
農
家
の
後
継
者
問
題
で
あ

っ
た
。 


